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　随分と大げさなタイトルになりました。しかし仮定法に対する意識はかなり高まるはず
です。特に「仮定法現在」という記述は授業でもほとんど触れられていない項目だったと
思います。来年度中にはカバーできるはずですから，生徒の皆さんは安心して下さい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ＰＡＲＴ　Ⅰ（助動詞の過去形に注目）
　『助動詞の過去形』を見つけたら次の３つの可能性に気を配るようにしましょう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
⑴　仮定法の帰結節
　多くを説明するには及ばなくなっていると思います。これまで出てきた仮定法の多くは，
この助動詞の過去形が登場していました。そして帰結節だということを前提として，次に
すべきことは「条件」に該当する部分を探すことでしたね。
⑵　特にｗｏｕｌｄの場合，『過去の習慣』を表す
　助動詞の項目でも説明がなされていたように，「過去の習慣」を表す形は２つありまし
た。１つはｗｏｕｌｄ，もう１つは「ｕｓｅｄ　ｔｏ原形」でしたね。
　⒜ I would often read books on Sundays when I was young.
　　（若い時はよく読書をしていたものでした）
  　　　　
⑶　婉曲・丁寧な表現
　これは前号で触れたことです。知らない町で土地の人に道を尋ねる場合，現在形を用い
たのでは相手と同じレベル〔同等の立場〕にいることになるのでしたね。道を尋ねるので
すから，自分の立場を一段低く，つまり動詞の形を現在から過去へと下げる（時間直線を
縦にして考えてください）ことにより，その気持ちが伝わるのです。
　⒝ Would you tell me the way to the city library ?
　　（市立図書館までの道を教えて下さいませんか）
●上記の３種類でも該当しなければ，普通の助動詞が『時制の一致』（第３６号参照）で
過去形になったと考えましょう。これでほとんど処理できます。
ＰＡＲＴ　Ⅱ（仮定法現在）　　
　「仮定法」と名のつく最後の項目です。『仮定法現在』は，原形の動詞を使います。現
在形を使うわけでもないのに「仮定法現在」と言われるのは，主に現在のことに関して述
べているからなのです。「仮定法未来」と同様，内容を重視した名称です。
　使われる状況は次の通りです。
  　　　　
⑴　現在（または未来）の単なる仮定
　⒞ If the report be(is) true, anything can happen.
　　（もしレポートが本当なら，何でも起こりうる）
　主節（後半の文）の動詞には現在形を使います。「仮定法現在」は『中立的な意味』を
持っていると言われています。つまり，話者はこのレポートの真偽は想定していないので
す。この原形を用いるのは，いささか古風な感じを与えます。今では現在形(is)を使うの
が主流になっています。
  　　　　
⑵　『要求・主張』などの動詞に続くthat節内
　⒟ I propose that the meeting be postponed[ﾎﾟｳｽﾄｩﾎﾟｳﾝﾄﾞｩ].
　　（私はその会合が延期されることを提案します）
　新聞などの形式ばった表現で，米国でよく用いられ，英国では「should＋原形」を使い
ます（ただしこのｓｈｏｕｌｄは訳さないこと）。　　　
　⒟'I propose that the meeting should be postponed.
　またある種の形容詞に続くthat節内でも同様の現象が起こります。⒠は⒠' でも可能。
　⒠ It is necessary that he (should) take a walk after breakfast.
　　（彼は朝食後散歩をする必要がある）　　　　　　　　　　
　⒠'It is necessary for him to take a walk after breakfast.　
  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
⑶　祈願・願望を表す文中において
　まず以下の３つの英文を見てください。
  ⒡ Heaven help us all ! （神様，お力添えを！）　  〔祈願〕
　⒢ Heaven, help us all !　（神様，私たちを助けたまえ）　　〔命令〕
　⒣ Heaven helps us all.   （神様は私たちを助けて下さる）　〔直説法の文〕
これらの中で⒡が「仮定法現在」の文であり，「祈願」を表しています。すでに述べまし
たように，「仮定法現在」には中立的な意味があります。「現在，神様が私たちを助けて
くれているともいない」とも述べておらず，単に話者の祈願・願望を述べているにすぎな
いのです。
⑷　譲歩を表す仮定法現在
　命令文の特殊用法として分類されることもあります。以下のような英文です。
　⒤ Be it ever so humble[ﾊﾝﾎﾞ], there's no place like home.
　　（いかに質素であろうとも，我が家ほどよい所はない）
　⒥ Come what may, I will not change my mind.
　　（たとえ何が起ころうとも，私は決心を変えません）　　　　
後半の文には現在形の動詞が使われていることに注意しましょう。
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　これまで全９回にわたって仮定法について検討してまいりました。盛り沢山になりまし
たので全体をまとめておきましょう。
　仮定法には「仮定」を表すものと「願望」を表すものとがありました。「仮定」を表す
ものはさらに４種類に分類されました。また条件を表す内容が，ｉｆを用いないものもあ
りましたね。さらに仮定法の慣用表現なるものもありました。さぁ，頑張りましょう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
●これまでの『英語教室』（仮定法）で取り上げてきた英文を掲載します。それぞれの英
文が説明できるでしょうか。また，ｉｆを使った形に言い換えたり，日本語にすることが
できますでしょうか？不安な方はそれぞれの発行プリントを再度ご覧になってみて下さい。
⑴　「仮定」を表す仮定法　
□①仮定法過去（現在の事実の反対を表す）〔第２７号〕
　If I were a bird, I could fly to you. 
　 (= As I am not a bird, I can't fly to you.)　
□②仮定法過去完了（過去の事実の反対を表す）〔第２８号〕
　If I had had a computer, I could have finished the job in an hour.
□③変則的仮定法
　If he had not taken that jet plane, he would be alive now.
④未来の仮定〔第３０号〕
□⒜実現の可能性が低い場合
　If the big earthquake should happen, what would[will] you do ?
□⒝実現の可能性がない場合
　If the sun were to disappear, nothing could live on earth.
□⑤仮定法現在〔第３４号〕
　If the report be[is] true, anything can happen. 
　I insisted that he (should) go there alone. （一人で）
⑥条件の代用表現〔第３１号〕
□⒜ｉｆの省略による倒置
　If I were you, I would wait until next week.　
　⇨ Were I you, I would wait until next week.  
□⒝前置詞（句）
　But for[Without] the dictionary, I could not read this book in a day. 
　In your place, I would not go to the restaurant with her.
□⒞不定詞・分詞
　To hear him speak English, you would take him for an American.
　Born in better times, he would have been a great musician.
□⒟主語の名詞（句）
  A gentleman would not do such a thing.
□⒠ｏｔｈｅｒｗｉｓｅ　
　She didn't help me then; otherwise I would have finished my homework soon.
⑵　「願望」を表す仮定法〔第３２号〕
□⒜仮定法過去の願望
　I wish he were my father. 
　I wish I could go shopping with you.
□⒝仮定法過去完了の願望　
　I wish I had had much money at that time. 
⑶  仮定法の慣用表現〔第３３号〕　　　　　　　　　　　　
□⒜ as if[though]＋仮定法　「まるで～であるかのように」　　
　John looks as if he were ill. 
　Tom treats me like his son.         
□⒝ It is time 主語＋仮定法過去「～するころだ」　
　It is about time you went to bed. 
□⒞ as it were 「いわば」　
　She is, as it were, a walking dictionary. 〔生き字引〕
⑷　仮定法全般の注意点〔第２６号〕
□⒜「仮定法」を用いる基準：「開放条件」か「閉鎖条件：却下条件」かを考える。
□⒝動詞の形が異なる：現在や過去の事実とは別の次元から眺める。
　（注）英語にも「敬語」はあるぞ！
　Would you pass me the salt, please ?  〔塩を回していただけませんか〕
□⒞助動詞の過去形を見たら〔第２８号・３４号〕
　　　⒈　仮定法の帰結節　⇨  条件節を探せ。特にｉｆを用いない条件に注意。
　　　⒉  would の場合⇨過去の習慣
　　　⒊  婉曲・丁寧な表現
□⒟直説法のｉｆの解釈〔第３０号〕
　If it is fine tomorrow, I will go on a picnic.
　I don't know if it will be fine tomorrow. 
　If she is beautiful, she is not loved by anybody. 〔誰にも愛されていない〕
